
仏 教 にお け る三 明 (tisso vijja) の 成 立

榎 本 文 雄

仏 教 に お け る 「三 明 (tisso vijja)」 とは, 周 知 の ご と く修 行 の末 に 得 ら れ る解

脱 の 知 で あ り, 原 始 仏 典 の散 文 経 典 以 来,「 宿 命 知 (自己の前世を知 ること)」,「生

死知 (衆生が 自らの業 に従つて天界 や地獄 に輪廻 して行 く様 を知 ること)」,「漏 尽 知 (輪

廻の原因であ る asrava1)か らの解脱 を知 ること)」 の三 知 を言 う。 と こ ろ で, こ れ ら

仏 教 の 三 明 は, 既 に 中村, 宮 坂 両 博 士 が 指 摘 され てい る如 く2), 婆 羅 門 教 の 三 明

(trayl vidya, リグヴェーダ, サ ー毫 ヴェーダ, ヤジュル ヴェーダ, 以上 の三 ヴェーダの知

識) へ の批 判 と して誕 生 した もの で あ つ た。 しか し, 仏 教 の 三 明 が ど の よ う な 背

景 で成 立 した か, ま た, 原始 仏典 の 中 で 三 明 が そ の 後 どの よ うに 展 開 し て行 つ た

か な ど残 され た課 題 が あ る。 この 内, 後 者 に つ い て は 別 稿 を 期 す こ と と し, 本 稿

で は前 者 に 関 して, 仏 教 の 三 明 の 出 発 点 で あ る Salpyuttanikaya (SN) の Saga-

thavagga (Sg) の Brahmapasalpyutta を 取 り上 げ て み る。

SNのSgは 原 始 仏 典 の 中 で も古 層 に属 す る経 典 の一 つ で あ る。 そ の 第7章 の

Brahmanasamyutta (BrS) は, そ の 名 の 示 す 通 り婆 羅 門 (brahmapa) に 関 す る詩

頒 を含 む経 を集 成 した もの で あ る が, 内 部 に は 同一 の テ ー マ を持 つ数 経 ず つ の集

団 が見 出 され る。 それ らの集 団 は, 対 応 す る漢 訳 の 『雑 阿含 経 』 や 『別 訳 雑 阿含

経 』3)でもほ ぼ 同様 に ま と まつ てお り, 部 派 分裂 以 前 の, お そ ら くBrSの 最 初 の

編 纂 時 に ま で遡 る もの で あ ろ う。 そ の 内, まず 「怒 り (と 忍耐)」 とい う婆 羅 門

に関 係 の深 い4)テ ー マ を持 つ た数 経 がBrSの 冒頭 に 置 か れ, 次 に 「婆 羅 門批 判 」

を テ ー マ に した 経 群(SN 7.1.7～9, 7.2.1) が続 く。 と ころ で これ らの 経 は, ジ ャ

イ ナ古 経 の 中 で婆 羅 門 批 判 で 有 名 な Uttarajjhaya (Utt) 12章 や25章, さ ら に

Isibhasiyailp (Ibh) 26章 と共 通 点 が 多 い。 この 内Utt 12章 と25章 は, つ とにJ.

Charpentier が 指摘 した5)よ うに, そ れ ぞ れ 仏 典 の Jataka 497や Dhammapada

(Dhp) の Brahmnapavagga (BrV) と共 通 す る偶 を 持 つ。 後 者 に 関 して は, Utt 25.

23, 25, 27が, それ ぞれ Dhp 405, 4o9, 401と パ ラ レル で, 真 の 婆 羅 門 像 を説 い て

お り, こ のパ ラ レル 部 分 が核 と なつ て Dhp BrVが 成 立 して い る。 ま た, Utt 25.

33a と Suttanipata Vasetthasutta の650cも 共 通 し,「 行 為 に よ つ て 真 の 婆 羅 門

と な る」 と説 く。 一 方BrSに 目を 戻 す と, SN 7.1.7で は,「 ヴ ェー ダ の 知 識 と
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祭 式 な どの実 践 (vijjacarapa) を 完 全 に備 えた 婆 羅 門 の み が浄 化 され る (suljhati)」

と主 張 す る婆 羅 門 に対 して,「 ク シ ャ トリヤ, 婆 羅 門, ヴ ァ ィ シ ャ, シ ュ ー ドラ,

賎 民, 以 上 い ず れ で あ ろ うと修 行 に励 め ば清 浄 (Suddhi) に な れ る」 とい う世 尊

の 説 法 が 見 られ る。 同様 にIbh 26.15で も, 以上 の4 varna の い ず れ で あ ろ う

と修 行 に 励 め ば浄 化 され る (visujjhati) と説 かれ て い る。 次 に, SN 7.1.8や7.1.

9で はUtt 12章 や25章 と共 通 の構 造 が見 られ る。 す な わ ち, 祭 式 を して い る 婆

羅 門 の所 へ 乞食 に来 て, 婆 羅 門 とい う身 分 (jati) や ヴ ェー ダ の 知 識 (vijja) を 備

え て い な い とい う理 由 で 乞食 を拒 否 され た世 尊 や 苦 行 者 が, 真 に乞 食 を 受 け る に

値 す る人 を め ぐつ て 説 法 を し, そ の 婆羅 門 を 帰 依 させ る とい う共 通 の 内 容 が 見 ら

れ る。 ま た, そ の一 部 は 既 に 指摘 され て い る よ う に6), SN 7.1.9とUtt 12.38,

44, 46, ま たSN 7.2.1とIbh 26章, 32章 は パ ラ レル な 偶 を 伝 え てい る。 前 者 で

は, 祭 火 や沐 浴 に よ つ て は表 面 的 な清 浄 (suddhi, sohi) しか 得 られ な い と批 判 さ

れ, 内面 的 な祭 火 へ の献 供 や沐 浴 が説 かれ る。 後 者 で は, 内面 的 な耕 作 と して の

修 行 が説 か れ る。 この よ うに, 婆 羅 門批 判 を テー マ に したBrSの 以上 の 経 は ジ

ャィ ナ古 経 のUtt 12章, 25章, Ibh 26章, 32章 な ど と共 通 す る要 素 を 踏 ま え

て成 立 して い る の で あ る。 そ して, こ の ジ ャ イ ナ古 経 と共 通 な婆 羅 門批 判 の一 環

と して, 既 に指 摘 され てい る よ うに2)SN 7.1.8で は婆 羅 門教 の三 明 (三ヴ ェーダ

の知識) が批 判 され, 仏 教 の三 明 が宣 言 され る。 以下 に この経 を検 討 して み る。

乞 食 に来 た 世 尊 に向 か つ て婆 羅 門 が語 り, これ に対 し て世 尊 が反 論 す る。

tihi vijjahi sampanno jatima sutava bahu/

vijjacarana7) sampanno so 'mam bhun jeyya payasam//

三 ヴェーダの知識 が完全に備 わ り, 生まれ よく, 多 く学習 し, ヴェーダの知識 と祭式な

どの実践 を完全 に備 えた人のみが この乳がゆを食べ ることがで きる。

bahum pi palapam jappam na jacca hoti brahmano/

anto kasambusamkilittho kuhana parivarito//

pubbenivasam yo vedi saggapayan ca passati/

atho jatikkhayam patto abhinna vosito muni//

etahi tihi vijjahi tevijjo hoti brahmano/

vijjacaranasampanno so 'mam bhufl jeyya payasam//

(ヴ ェーダのごとき8)) たわ ごとを繰 り返 し唱 えたところで, 内面 は腐 り汚 れ, (表面 を

飾 るだ けの) 欺隔 におおわれ てい る人 は, た とえ身分 (が婆羅門) で あつた としても,

真 の婆羅門 とは言 えない。 前世 の生涯 を知 り, 天界 と地獄 を目のあた りに見, 再生 の消
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滅 の達 成を知 り, (修行 の) 完成 した沈黙 の聖者 こそ, この三知 に よつ て (真の) 三明

を持 つ (真の) 婆羅 門であ る。(こ の三) 知 と (修行の) 実践 を完全に備えた 人 が この

乳がゆを食べ ることが できるのであ る。

以上のように, ヴェーダ批判として前世知などの三知が真の三明と宣言され,

このSN 7.1.8で 仏教の三明が成立する。では, 仏教の三明の内容として, 何故,

前世知などが特に選ばれたのであろうか。 まず考えられることは, 仏教が, そも

そもの出発点からして, 輪廻からの解脱を目的としていたとい う点にある。上に

掲げた仏教の三明の内, 第1知 の前世知や第2知 の天界 ・地獄を見るとい うこと

は, 輪廻の様をじかに体験することに他ならず, 第3知 の再生の消滅を知 るとい

うことは, 前二知で体験 した輪廻からの解脱を得 ることである。婆羅門教におい

て三ヴェーダの知識が最高であつたように, 仏教では輪廻を知 ることが最高の知

であると考えられたのであろう。

しかし, 三明の第1に 前世知が置かれていることには別の背景があるように思

われる。婆羅門教においては, ヴェーダの諦唱 (japa) などによつて罪か らの浄

化があり9), さらにそれによつて前世の想起が得 られると考えられていたか らで

ある。たとえば, マヌ法典では, snataka (師の許での学習を終え, 沐浴の儀式を終え

て, 家に戻つた人) の義務の一つとしてヴェーダの諦唱があ り, それによつて彼は

前世を想起できると説かれている。

vedabhyasena satatam saucena tapasaiva ca/

adrohena ca bhutanam jatim smarati paurvikim//(4.148)

ま た, Vasisthadharmasutra な ど10)では, 諸 々 の ヴ ェー ダ の マ ン トラを唱 え る こ

と に よ つ て人 は浄 化 され, 望 め ぱ 前世 を 想起 で き る と説 か れ て い る。

triny ajyadohani rathantaram ca agnervratam vamadevyam brhac ca/

etani japtani punanti jantun jatismaratvam labhate yadicchet//(28.15)

そ の他, Atharvaparisista 42.13で も, 沐 浴 の儀 式 を済 ま し て ヴ ェー ダ を 唱 え

る こ と に よつ て前 世 を想 起 で き る と説 かれ, 原 教 授 が 指 摘 さ れ て い る11)よ う に

Mahabharata 3.82.137で は沐 浴 に よ り前 世 が想 起 され る と述 べ ら れ て い る。 ま

た, ジ ャ イナ 古 経 にお い て も心 の浄 化 に よ つ て前 世 の想 起 が お こる と説 かれ る12)。

この よ うに, 前 世 の想 起 は 「浄 化 」 と密 接 な関 係 に あ る もの と広 く考 え られ, と

りわ け婆 羅 門 教 で は, ヴ ェー ダ諦 唱 に よる浄 化 を重 視 して い た。

この よ うな, ヴ ェ ー ダ諦 唱 に関 す る婆 羅 門 教 の信 仰 に対 して仏 教 は痛 烈 な批 判

を 浴 び せ る。 先 に紹 介 した よ うに, BrSの 婆 羅 門批 判 で は 常 に 「浄 化 (suddhi)」
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が問 題 に な つ て い た が, 特 にSN 7.1.8で は, ヴ ェー ダ を 唱 え (jap-) て も, 内

面 は 汚 れ た ま まの 人 は 真 の 婆羅 門 で は ない と批 判 され, 反 対 に 沈 黙 の 聖 者 (muni)

で 前世 知 な どを 持 つ 人 が 真 の 三 明 を持 つ 婆 羅 門 で あ る と宣 言 され てい る。 ここ に

は, ヴ ェー ダを 唱 え な い muni こそ が, 内面 の 浄化 を得 て 前世 を 想起 す る と い

うこ とが説 か れ て い る と言 え る。 ゆ え に, 仏 教 の 三 明 の 内 容, 特 に前 世 知 は, ヴ

ェー ダ諦 唱 へ の批 判 と して仏 教 の 三 明 の成 立 に とつ て不 可 欠 の 存 在 で あ つ た と考

え られ る。 以上 の点 は他 の資 料 か ら も確 認 で き る。Ahguttaranikaya 3.58, 59経

で は, 上 のSN 7.1.8と 共 通 す る詩 頽 が説 か れ た後,「(ヴ ェー ダの ご と き) た わ

ご と を繰 り返 す 人 (lapitalapana) を 真 の 三 明 を持 つ 人 とは 呼 ば な い」 と結 ば れ る。

最 後 に, 仏 教 の三 明 の そ の後 の展 開 を示 す 詩 頒 を挙 げ て結 び に か え る。SN 7.

1.8と 同 一 の偶 が 仏 陀 の解 脱 知 の内 容 と して修 行 の完 成 を示 して い る。

pubbenivasam yo vedi saggapayafl ca passati/ 

atho jatikkhayam patto abhinna vosito muni// 

cittam visuddham janati muttam ragehi sabbaso/ 

pahina jatimarano brahmacariyassa kevali/ 

paragu sabbadhammanam buddho tadi pavuccati// (MN vol. 2, p. 144)
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